
強靭な保健システムは、エイズ、結核、マラリア
を終息させるために不可欠なだけでなく、持続
的で公平かつ効果的に保健サービスを提供す
るという、より大きな成果をもたらします。強靭
で持続可能な保健システムによって、ユニバー
サル・ヘルス・カバレッジの実現は早まり、各
国はグローバルヘルス・セキュリティ（世界保健
安全保障）を脅かす新たな課題に備えることが
できるようになるのです。

健康を守るための
強靭で持続可能なシステムの構築に向けて

強力な保健システムは、グローバルファンドが使命を
達成する上で中心的な役割を果たしています。グロー
バルファンドの投資は、支援を受ける国々で幅広い
分野に活用され、強靭で持続可能な保健システムの
構築に大きく貢献しています。例えば、調達・供給網
の改善、データシステムやデータ活用の強化、保健医
療従事者の研修、コミュニティの対応力強化とシス
テムづくり、人々が生涯を通じて包括的なヘルスケア
を受けられるようにするための保健サービスの統合
推進などがあります。

FOCUS ON
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新たな課題
2014～2015 年にかけて西アフリカで
発生したエボラ出血熱の流行では、感
染症と健康危機を防ぐ、あるいは最小
限に食 い止 めるには強靭な保健シス
テムが不可欠であるという厳しい教訓
が残されました。ナイジェリアのように
よりしっかりとしたシステムがあるとこ
ろでは、流行を迅速に抑えることがで
きました。一方で 、シエラレオネやリベ
リア、ギニアのように、保健システムが
十分に機能していない国々では混乱が
起こりました。悲惨な死や苦難をもた
らしただけでなく、経済にも非常に大
きな打撃を与えました。エボラ危機は、
1万1000人以上の死者と28 億ドルの
経済損失を出したのです。

強靭で持続可能な保健システムはま
た、近年増加している薬剤耐性という
世界的な脅威への対抗策でもありま
す。薬剤耐性マラリアや多剤耐性結核
を含むこの耐性問題によって、これまで
達成してきたマラリア、結核、エイズや
他の感染症における成果が損なわれる
かもしれないのです。感染症の流行を
封じ込める戦略には、包括的なアプロ
ーチと、保健システムのあらゆるレベル
での強力な取り組みが必要です。

グローバルファンドの対応　

グローバルファンドの2017～2022 年
中期戦略では、強靭で持続可能な保健
システムの構築に精力的に取り組むこ
とを改めて約束しています。新たな戦略
対象として初めて、強靭で持続可能な
保健システムの構築が取り上げられ、
保健システム強化単独のプログラムへ
の資金投入が可能になったのです。対
象国へ資金を配分するとともに、新た
な資金スキームである「触媒的投資 」

（ catalytic funding mechanism）の一
部として、特別なイニシアチブにも資金
を充て、保健システム強化に取り組ん
でいます。

エイズ、結核 、マラリアの治療と予防へ
の投資は、これらの三大感染症への対
応力を高めながら、保健サービスの質、
データに対する追跡やサービスを強化
し、保健システム全体の改善にも貢献
しています。同様に、保健システムに分
野横断的な投資は、エイズ、結核、マラ
リアに必要なサービス提供も強化して
いるのです。疾病対策と保健システム
全体の強化双方に資金を分配し、それ
ぞれが補強し合うこの関係は、グロー
バルファンドによる支援の特徴をよく
表していると言えるでしょう。

乗数効果をもたらす
三大感染症と保健システム強化を支援
することは、人々の健康状態のみなら
ず、国家全体にも大きな乗数効果をも
たらします。最近のランセット委員会の
報告では、低中所得国における2000～
2011年の所得増加の1/4 は、健康状態
の改善によるものだということが示さ
れました。エイズ、結核、マラリアは何
年にもわたり、もともと困窮を極めてき
た発展途上国の保健システムにさらな
る負担を強いてきました。しかしなが
ら、三大感染症の広がりを抑えられる
ようになってくると、病院では他の疾病
に手が回るようになり、保健システムも
活気を取り戻し始め、コミュニティの生
産性も高まっていきました。世界全体
でみると、2000 年以降、5歳未満児死
亡が減少した要因のおよそ70% は感染
症の予防と治療によるものとされてい
ます。

2000～ 2011年に低中所得国におい
て所得が増加した要因の1/4 は、健
康状態が改善したことによる。

ランセット・グローバルヘルス委員会2035

シエラレオネのコミュニティヘルスワーカーが、マラリア検査のために幼い男の子から採血していま
す。グローバルファンドの支援によって、シエラレオネでは全国1万5000人のコミュニティヘルスワー
カーをより効果的に配置し、育成するための戦略を展開しています。

グローバルファンドの2017～2022年
中期戦略では、強靭で持続可能な
保健システムの構築に向け、次の
７つのエリアに取り組んでいます

▶�コミュニティの対応力やシステム
の強化

▶�リプロダクティブ・ヘルス、妊産婦・
新生児・子ども・思春期の健康へ
の支援およびこれらを一体化した
総合サービスを提供するための基
盤づくり

▶�グローバルレベルおよび国内での
調達・供給網の強化

▶�保健人材への集中的な投資
▶�保健データシステムの向上および

データ分析・活用に関する各国の
能力強化

▶�保健戦略と疾病の国家計画の強
化および調整

▶�財政管理と監査体制の強化
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ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ
グローバルファンドは、各国の保健戦
略や疾病の国家計画を支援すること
で、各国政 府の優先事項と整合性を
もった形で健康のためのシステム構築
に取り組んでいます。すべての人々が保
健サービスにアクセスできるようにな
ることは、三大感染症の流行を終わら
せるというグローバルファンドの使命
の根幹をなすものです。多くの国で、「お
金を払えない」「保健医療施設から遠く
離れたところに住んでいる」「差別や偏
見のために受診を拒否される」といっ
たことのために保健サービスや検査、
治療を受けられない人々がいます。グ
ローバルファンドとそのパートナーは、
保健財政をより持続可能にすることで、
保健サービスを利用しやすくし、アクセ
スを改善するとともに、各国がユニバー
サル・ヘルス・カバレッジを実現する
のを支援し、これらの障壁を打ち破ろ
うとしています。

ルワンダでは、グローバルファンドの支
援でコミュニティを基盤とした健康保
険制度を広げ、エイズ、結核、マラリア
の治療とケアに適用される、成果に基
づく支払方法を支援しています。セネガ
ルとケニアは、グローバルファンドと協
力して、健康保険と保健サービスの効
率を向上させ、保健システムのカバレッ
ジや持続可能性を高めています。グロー
バルファンドはまた民間セクターとも協
働することで、事業実施機関の財務管
理やリスク管理を改善しています。

調達と供給網を改善する
効率的な調達・供給システムは強靭な
保健システムの柱となるもので、ユニ
バーサル・ヘルス・カバレッジの実現
には欠かせません。グローバルファンド
は供給網と医薬品の管理を改善し、統
合するための支援を行い、供給の戦略
や実施計画を策定しています。これに
より、医薬品が入手しやすくなったり、
廃棄の無駄や供給網にかかるコストが
削減されたり、より正確に必要数を予
測できるようになり、在庫回転率が上
がることなどが期待されます。ナイジェ
リアでは、グローバルファンドは政府や
パートナーとともに、構造的な問題を
解決し、供給網のコストを削減して効
率性を高めるように取り組みを行って
います。

グローバルファンドは、4 年前から調達
システム改善にも力を入れています。現
在、支援する調達の 60%が拡充した共
同調達メカニズムを通じてなされてお
り、6 億 5000万ドル以上の節約に成功
しています。節約した資金はグローバル
ファンドが支援する国々で様々なシス
テムを改善し、より多くの命を救うため
に使われます。また、共同調達メカニズ
ムの活用で遅延や不足なく物資が配送
された割合は、2016 年には80%にまで
上り、民間セクターのレベルに達しまし
た。

質の高い情報を収集し、活用する
データは、強力な保健システムには不
可欠であり、感染症と闘うために非常
に重要です。グローバルファンドは、よ
り良い情報システムを構築するための
支援も行っています。例えば、高い感
染リスクにさらされている集団（キー
ポピュレーション）や、適切な保健サー
ビスの対象外となっていたり、人権侵
害にあっていたりする集団に関する情
報など、地域レベルの重要なデータを、
パートナーと協働して収集しています。
これは、村の診療所から携帯電話で届
けられる診察・治療・医薬品配送の情
報である国もあれば、高度な検査デー
タを意味する国もあります。各種のデー
タ収集システムを一つの国家保健情報
管理システムに統合してより良い意思
決定をするために、グローバルファンド
が支援するプログラムから頻繁に資金
が充当されています。質の高いデータに
よって、政府は新たな公衆衛生危機に
迅速に対処でき、最も質の高いサービ
スが提供できるようになります。コンゴ
民主共和国では、細分類されたリアル
タイムデータの収集、活用を強化する
ため、グローバルファンドとパートナー
は保健マネジメント情報システムの運
用を支援しています。より良いデータの
活用は政策に影響を及ぼし、これによ
り各国はより良い意思決定ができるよ
うになるのです。

エチオピアは、質の高いヘルスケアを
人々に提供するため、堅固なインフラ
と技能を持った保健医療従事者、信
頼できる情報とロジスティックスを兼
ね備えた強力な保健システムを作り
上げました。また、グローバルファン
ドの支援を通じて4万人を超える健
康普及員を養成しました。

40,000人の
健康普及員
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保健人材を育成し、定着させる
保健システムは、人材を不足なく確保す
るという難題に直面しています。教育
課程と現職教育の双方を通じた保健
人材の育成は、強靭な保健システムを
構築するための鍵となります。ジンバ
ブエでは、2008〜2009 年の経済悪化
のため保健医療従事者の海外流出が
急増する危機が起こりました。そこでグ
ローバルファンドは、保健人材の雇用
と定着のための緊急雇用維持計画を
支援しました。

保健医療従事者は、人々にサービスを
提供する上で、特にコミュニティレベ
ルで欠かせない役割を担っています。
セネガルでは、コミュニティヘルスワー
カーによって保健サービスの提供形態
が一変しました。設備が整っていない
医療施設、あるいは医療施設が全くな
い僻地でコミュニティヘルスワーカー
が命を救う治療を行っているのです。グ
ローバルファンドがこのようなサービス
の行き届かないコミュニティにまで保
健サービスを届ける国の公約を支援し
たことにより、これまでに 2万5000人
以上のコミュニティヘルスワーカーが派
遣されました。

病気ではなく、人を見る
グローバルファンドの支援では、コミュ
ニティで幅広いサービスを提供する保
健施設を活用して、エイズ、結核、マラ
リアの予防・治療を提供することが増
えてきています。これらの施設では、エ
イズ、結核、マラリアに限らず様々な保
健サービスが提供されています。総合
的に健康状態を改善し、より費用対効
果が高く効率的なアプローチを取るこ
とで、人生の異なる段階における様々
な保健ニーズに応えることが目的です。

コミュニティを支援する
コミュニティは、効果的な対応を計画
したり、保健サービスを実施・評価し
たり、保健サービスにアクセスできない
人々―特に、最も脆弱な、あるいは社
会の隅に追いやられているような人々
―にもサービスを届けるなど様々な
役割を担っており、グローバルファンド
は、こうしたコミュニティの役割を支援
しています。グローバルファンドの投資
は、持続可能性を重視しつつ、各国がコ
ミュニティのシステムや対応を長期の
国家保健計画により良い形で組み込ん
でいくために役立てられています。

効率的な調達・供給網システムは強力な保健システムの要です。モザンビークでは、グローバルファンド
は政府とともに、整備されていなかった地方の保管倉庫を改修し、医薬品の配送を改善するために輸送
を外部委託し、倉庫のスタッフを対象に供給網管理の研修を行いました。

日本語版翻訳協力
（ 公財）日本国際交流センター／グローバルファンド日本委員会

グローバルファンドとは
グローバルファンドは、エイズ・結核・マラリアの三大感染症の流行を終結に導くための21世紀型パートナーシップです。政府、市
民社会、民間部門、それぞれの疾患に影響を受けている人々によるパートナーシップとして、毎年約 40 億ドルの資金を動員・投資
し、100カ国以上で地元の専門家が運営するプログラムを支援しています。組織運営の極めて高い効率性を反映し、運営費は、管理
している援助資金の2%にすぎません。流行終結を阻むものに果敢に挑戦し、革新的なアプローチを活用することで、グローバル
ファンドはこれらの感染症に影響を受けている人たちのために力を合わせて取り組んでいます。

グローバルファンドは、効果を高めるた
めにも、この統合アプローチは重要だ
と考えています。同様に、保健サービス
とコミュニティの不可欠な関係性も重
視しており、特に、偏見や差別のせいで
いつもクリニックを訪れるとは限らな
い、キーポピュレーションや最も脆弱
な人々にもサービスを届けるコミュニ
ティの役割を認識しています。アフガニ
スタンでは、グローバルファンドは政府
やパートナーと協働し、妊婦健診や妊
産婦と新生児のケア、子どもの予防接
種などの保健サービスを総合的に提供
する、ファミリーヘルスハウスと呼ばれ
る施設の拡充を支援しています。ウク
ライナでは、HIV 陽性者や結核患者に
対し、患者重視の予防・治療・ケアを
提供するためにグローバルファンドの
資金が使われています。

2018 年2 月
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